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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第43期
第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 3,687,598 3,804,606 7,480,608

経常利益 (千円) 209,543 175,043 408,677

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 137,685 116,719 252,468

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 137,482 119,879 252,488

純資産額 (千円) 2,612,375 2,794,549 2,727,380

総資産額 (千円) 4,246,518 4,388,429 4,470,709

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 33.96 28.79 62.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 61.5 63.7 61.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 200,771 △79,760 408,891

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,050 △6,449 △157,569

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △65,765 △87,910 △145,965

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,140,489 939,769 1,113,889
 

 

回次
第43期
第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 17.39 15.12
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費者マインドに足踏みがみられるものの、雇用・所得

環境の改善傾向が続いており、緩やかな回復傾向にありました。しかしながら、円高傾向や英国のＥＵ離脱問題の

影響などによる国内企業収益の先行き不安感、また海外では、アジア新興国などの景気に下振れリスクがあり、今

後のわが国への影響が懸念されております。

当社グループの中心となっている住宅建築業界におきましては、住宅取得に対する諸施策が継続、マイナス金利

政策による住宅ローンの低金利での推移などがありましたが、本格的な回復には至りませんでした。　

このような経済状況のもとで、当社グループの建設工事事業において、新築戸建住宅向けの各種工事の減少や大

規模新築防水工事の受注がなかったことから低調に推移いたしました。しかし、集合住宅向けのガス設備機器の新

規組み込み件数の増加、中規模建設物の改修防水件数の増加、また、中古マンションのリノベーション物件の販売

の増加がありました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,804,606千円(前年同四半期比3.2％増)、営業利益は157,629千

円(前年同四半期比19.7％減)、経常利益は175,043千円(前年同四半期比16.5％減)、親会社株主に帰属する四半期純

利益は116,719千円(前年同四半期比15.2％減)となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(建設工事事業)

ユーティリティーは、ガス設備工事及び太陽光発電システム設置工事を中心としております。集合住宅向けの

ガス設備機器の新規組み込み件数が増加いたしました。しかし、既設住宅向けのガス設備機器の取り替え件数が

減少しており、業績確保は厳しい状況となりました。この結果、売上高は516,165千円(前年同四半期比5.6％減)

となりました。

リフォームは、住宅の新築を含めた各種住宅リフォームを中心としております。集合住宅などの中規模建設物

に対する補修・修繕工事の件数が増加いたしました。また、中古マンションのリノベーション物件の販売も増加

したことから、業績は伸長いたしました。この結果、売上高は1,023,845千円(前年同四半期比14.6％増)となりま

した。

防水は、ＦＲＰ防水、シート防水等の各種防水工事を中心としております。既設建物に対する改修案件は増加

しているものの、新築戸建住宅向けの防水工事の件数は減少いたしました。また、前期に受注したような大規模

新築防水工事の受注がなく、業績確保は厳しい状況となりました。この結果、売上高は831,178千円(前年同四半

期比4.3％減)となりました。

以上の結果、建設工事事業の売上高は2,371,189千円(前年同四半期比2.7％増)、営業利益は75,698千円(前年同

四半期比34.9％減)となりました。

 

(住宅等サービス事業)

住宅等サービス事業は、住宅の保護という観点から、特に床下環境の改善及びシロアリ対策を中心としており

ます。既設住宅向けのシロアリ再予防工事の受注、床下環境改善の防湿商品の販売は増加しましたが、新築戸建

住宅向けのシロアリ予防工事及び新規のシロアリ対策工事は減少し、業績確保は厳しい状況となりました。

以上の結果、住宅等サービス事業の売上高は633,596千円(前年同四半期比1.0％減)、営業利益は114,402千円

(前年同四半期比14.5％減)となりました。

 

(ビルメンテナンス事業)

ビルメンテナンス事業は、首都圏のビルの窓及び外壁のクリーニング、マンション、公共施設などの清掃管理

サービスを中心としております。既存受託物件の維持管理コスト低減の意識を背景として、請負単価の低価格化

への要請は依然として続いております。床清掃や巡回清掃といった分野を強化したことで、首都圏での受注が増

加、さらに、グループ会社と連携して、ビルの外装クリーニングの受注確保に注力した結果、新規受託物件の獲

得により、業績は伸長いたしました。

以上の結果、ビルメンテナンス事業の売上高は799,821千円(前年同四半期比8.4％増)、営業利益は66,008千円

(前年同四半期比12.8％増)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて82,280千円減少し、4,388,429千円と

なりました。主な増減は、たな卸資産の増加86,651千円があったものの、現金及び預金の減少174,119千円があった

ことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて149,449千円減少し、1,593,880千円となりました。主な増減は、未払法人税

等の減少88,172千円、仕入債務の減少33,327千円及び長期借入金の返済25,200千円があったことによるものであり

ます。

純資産は、前連結会計年度末に比べて67,168千円増加し、2,794,549千円となりました。主な増減は、利益剰余金

の増加64,009千円、その他有価証券評価差額金の増加3,953千円があったものの、非支配株主持分の減少794千円が

あったことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フロー状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、174,120千円減少(前年同

四半期は131,955千円の増加)し、当第２四半期連結会計期間末には939,769千円(前年同四半期は1,140,489千円)と

なりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、79,760千円(前年同四半期は200,711千円の

増加)となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益175,043千円に加えて、法人税等の支払額141,452千

円、たな卸資産の増加による資金の減少86,651千円、仕入債務の減少による資金の減少33,327千円があったこと

によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、6,449千円(前年同四半期は3,050千円の減

少)となりました。これは、主に定期預金の払戻による収入27,857千円があったものの、定期預金の預入による支

出27,857千円、貸付けによる支出4,350千円及び有形固定資産の取得による支出2,174千円があったことによるも

のであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、87,910千円(前年同四半期は65,765千円の減

少)となりました。これは、主に配当金の支払額52,710千円、長期借入金の返済による支出25,200千円及び短期借

入金の減少額10,000千円があったことによるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,400,000

計 13,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,060,360 4,060,360
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株
であります。

計 4,060,360 4,060,360 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成28年７月１日
　～平成28年９月30日

― 4,060 ― 186,072 ― 145,813
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ナカノコーポレーショ
ン

名古屋市昭和区長池町四丁目15番地 1,020 25.12

堀　由紀子 名古屋市北区 520 12.80

奥田　清人 愛知県春日井市 300 7.38

ＮＩＴＴＯＨ社員持株会 名古屋市北区平安二丁目10番19号 163 4.01

堀　裕紀 名古屋市東区 148 3.64

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 90 2.21

株式会社愛知銀行 名古屋市中区栄三丁目14番12号 82 2.01

東邦瓦斯株式会社 名古屋市熱田区桜田町19番18号 60 1.47

住化エンバイロメンタルサイエ
ンス株式会社

大阪市中央区道修町２丁目２番８号 60 1.47

中野　英樹 名古屋市瑞穂区 56 1.37

計 ― 2,499 61.54
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 5,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,053,000
4,053 ―

単元未満株式
普通株式

2,360
― ―

発行済株式総数 4,060,360 ― ―

総株主の議決権 ― 4,053 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ニットー

名古屋市北区平安二丁目
10番19号

5,000 ― 5,000 0.1

計 ― 5,000 ― 5,000 0.1
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,147,958 973,838

  受取手形及び売掛金 958,989 962,067

  たな卸資産 ※  397,947 ※  484,599

  その他 128,840 131,297

  貸倒引当金 △4,683 △3,210

  流動資産合計 2,629,052 2,548,592

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 456,237 445,169

   土地 1,076,175 1,076,175

   その他（純額） 6,693 7,590

   有形固定資産合計 1,539,107 1,528,936

  無形固定資産   

   その他 7,365 6,995

   無形固定資産合計 7,365 6,995

  投資その他の資産   

   その他 295,614 304,374

   貸倒引当金 △430 △470

   投資その他の資産合計 295,184 303,904

  固定資産合計 1,841,657 1,839,836

 資産合計 4,470,709 4,388,429
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 668,244 634,916

  短期借入金 60,000 50,000

  1年内返済予定の長期借入金 36,600 11,400

  未払法人税等 140,734 52,562

  賞与引当金 90,756 89,684

  完成工事補償引当金 27,400 30,400

  その他 228,767 222,773

  流動負債合計 1,252,501 1,091,735

 固定負債   

  退職給付に係る負債 296,638 309,638

  長期未払金 23,840 21,660

  その他 170,349 170,845

  固定負債合計 490,827 502,144

 負債合計 1,743,329 1,593,880

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 186,072 186,072

  資本剰余金 145,813 145,813

  利益剰余金 2,366,585 2,430,595

  自己株式 △1,260 △1,260

  株主資本合計 2,697,210 2,761,220

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 29,283 33,237

  その他の包括利益累計額合計 29,283 33,237

 非支配株主持分 885 91

 純資産合計 2,727,380 2,794,549

負債純資産合計 4,470,709 4,388,429
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 3,687,598 3,804,606

売上原価 2,683,141 2,781,876

売上総利益 1,004,457 1,022,730

販売費及び一般管理費 ※  808,065 ※  865,100

営業利益 196,392 157,629

営業外収益   

 受取利息 114 18

 受取配当金 1,459 742

 受取手数料 2,448 1,386

 受取保険金 3,383 7,994

 受取賃貸料 5,818 5,089

 その他 3,159 5,069

 営業外収益合計 16,383 20,301

営業外費用   

 支払利息 505 182

 賃貸費用 2,300 2,543

 その他 426 161

 営業外費用合計 3,232 2,887

経常利益 209,543 175,043

税金等調整前四半期純利益 209,543 175,043

法人税、住民税及び事業税 94,067 53,528

法人税等調整額 △21,461 5,590

法人税等合計 72,605 59,118

四半期純利益 136,937 115,925

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △747 △794

親会社株主に帰属する四半期純利益 137,685 116,719
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 136,937 115,925

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 545 3,953

 その他の包括利益合計 545 3,953

四半期包括利益 137,482 119,879

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 138,230 120,673

 非支配株主に係る四半期包括利益 △747 △794
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 209,543 175,043

 減価償却費 12,527 12,715

 賞与引当金の増減額（△は減少） 11,858 △1,072

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 20,200 3,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,199 13,000

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,003 △1,433

 受取利息及び受取配当金 △1,574 △761

 支払利息 505 182

 売上債権の増減額（△は増加） △22,535 △3,078

 たな卸資産の増減額（△は増加） △7,260 △86,651

 仕入債務の増減額（△は減少） △21,502 △33,327

 その他 △23,125 △16,549

 小計 186,832 61,068

 利息及び配当金の受取額 1,574 761

 利息の支払額 △496 △138

 法人税等の支払額 △40,960 △141,452

 法人税等の還付額 53,821 －

 営業活動によるキャッシュ・フロー 200,771 △79,760

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △27,957 △27,857

 定期預金の払戻による収入 29,056 27,857

 有形固定資産の取得による支出 △927 △2,174

 保険積立金の積立による支出 △10,367 －

 保険積立金の解約による収入 10,919 －

 貸付けによる支出 △5,300 △4,350

 貸付金の回収による収入 1,525 75

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,050 △6,449

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － △10,000

 長期借入金の返済による支出 △25,200 △25,200

 自己株式の取得による支出 △18 －

 配当金の支払額 △40,546 △52,710

 財務活動によるキャッシュ・フロー △65,765 △87,910

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 131,955 △174,120

現金及び現金同等物の期首残高 1,008,533 1,113,889

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,140,489 ※  939,769
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。　

 

(追加情報)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

販売用不動産 167,895千円 251,217千円

商品 3,664千円 4,721千円

未成工事支出金 128,372千円 116,488千円

仕掛品 5,296千円 7,714千円

原材料及び貯蔵品 92,718千円 104,456千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

給料及び手当 340,963千円 363,788千円

賞与引当金繰入額 77,780千円 78,255千円

退職給付費用 9,378千円 10,263千円

貸倒引当金繰入額 △229千円 △715千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 1,174,557千円 973,838千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△34,068千円 △34,069千円

現金及び現金同等物 1,140,489千円 939,769千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月20日
定時株主総会

普通株式 40,546 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月18日
定時株主総会

普通株式 52,710 13.00 平成28年３月31日 平成28年６月20日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 2,309,419 640,234 737,945 3,687,598 ― 3,687,598

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

950 1,524 295 2,769 △2,769 ―

計 2,310,369 641,758 738,240 3,690,368 △2,769 3,687,598

セグメント利益 116,325 133,739 58,538 308,603 △112,211 196,392
 

(注) １．セグメント利益の調整額△112,211千円には、セグメント間取引消去12,243千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△124,454千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 2,371,189 633,596 799,821 3,804,606 ― 3,804,606

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

704 2,118 6,509 9,331 △9,331 ―

計 2,371,894 635,714 806,330 3,813,938 △9,331 3,804,606

セグメント利益 75,698 114,402 66,008 256,109 △98,479 157,629
 

(注) １．セグメント利益の調整額△98,479千円には、セグメント間取引消去14,483千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△112,962千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社

の総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社ニットー(E05065)

四半期報告書

17/20



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 33円96銭 28円79銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 137,685 116,719

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

137,685 116,719

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,054,674 4,054,637
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ニットー(E05065)

四半期報告書

18/20



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月９日

株式会社　ニットー

　(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   髙　　橋　　正　　伸   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮　　澤　　義　　典   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッ

トー(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成28年７月１日から平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニットー(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)及び連結子会社

の平成28年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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